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 ３月 30 日，文部科学省の専門家会議から平成 20

年度に実施した全国学力調査についての分析結果が
報告された。 

低位層の学力と意欲の向上に効果 
 分析結果の１つに，「習熟度別少人数指導の低学
力層に対する学習意欲や学力への効果」に関する報
告がある。この報告内容は，文科省ＨＰ「報道発表」

欄に掲載されているので，詳しくはそこをご覧いた
だきたいが，結論だけ紹介すると，全国学力調査の
分析結果から，習熟度別少人数指導（以下「習熟度

別指導」）は，低位層の学力向上と学習意欲の向上
に効果があることが確認されたという内容である。 
 これはまあ想定どおりの結論であるが，全国的な

学力調査のデータに基づく分析結果という点に意味
がある。昨年出された平成 19 年度の全国学力調査
に関する同専門家会議の分析結果と合わせてみると，

習熟度別指導の効果と問題点はほぼ明らかになった
といえよう。 
 ところで，習熟度別指導の是非をめぐって，これ

まで主として３つの問題点が指摘されてきた。 
 第１は，児童・生徒を学力差に基づいてグルーピ
ングし，それぞれ異なった教育を行うのは，差別・

選別教育になるという批判である。 
 昭和 53 年改訂の高校指導要領で，多様な生徒の
実態に対応するため，初めて「習熟度別学級編成」

を導入したときは，差別・選別教育だというので激
しい批判を浴びた。 
しかし，その後，高校だけでなく，中学校指導要

領（平成元年改訂）や小学校指導要領（平成 10 年
改訂）でも習熟度別指導が導入され，小・中・高校
を通じて広く実施されるようになってきた。今日で

は，習熟度別指導を差別・選別教育と決めつける教
条主義的な反対論はほとんどみられない。 
 第２は，習熟度別指導は，児童・生徒の優越感や

劣等感を招き，教育的でないという批判である。 

 習熟度別指導に理解を示しながらも，児童・生徒
が劣等感をもち，学習意欲をなくするから，できる
だけ行うべきではないという人は少なくなかった。

とりわけ，義務教育では習熟度別指導は避けるべき
だという意見が根強く存在した。 

児童・生徒の自尊意識に関連なし 
 文科省も習熟度別指導の導入にあたって，この点
については，最も留意したところである。文科省指
導書は，習熟度別指導を実施するにあたって，①学

習集団による学習内容の分化を長期化・固定化しな
いこと，②学習集団の編成は，教師が一方的に割り
振るのでなく児童が選ぶようにすること，③保護者

に対して指導内容・指導方法等を事前に十分説明す
ること，④義務教育段階では基本的な学級編制を変
更しないことなどを示して，児童・生徒に優越感や

劣等感を生じないよう配慮を求めている。 
 こうした配慮が十分行き渡ったゆえであろう。昨
年の専門家会議の報告では「習熟度別指導の実施と

児童生徒の自尊感情には関連がみられない」という
分析結果が出ている。 
 第３は，習熟度別指導と学力向上との関連である。 

 反対論者は，しばしば習熟度別指導により学力が
向上するという確たるデータがないことを挙げてき
たが，昨年と本年の分析により，習熟度別指導が児

童・生徒の学力向上に効果があることが全国的なデ
ータで確認されたわけである。 
 ただ，分析結果では，学力低位層において効果が

あるとなっている。これは，習熟度別指導が低位層
に手厚い配慮をしている結果ではないか。今後は，
学力上位層に対しても効果のある習熟度別指導を工

夫する必要があるように思う。 
（ひしむら・ゆきひこ＝(財)学習ｿﾌﾄｳｴｱ情報研究ｾﾝﾀｰ理事長） 
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